
＜1＞ 平成２３年１月７日 (金曜日)
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伊
藤
議
員　

印
旛
沼
は
昭
和

二
十
七
年
に
自
然
公
園
に
指
定

さ
れ
た
風
光
明
媚
な
湖
で
あ
り
、

上
水
道
、
農
業
用
水
な
ど
の
水

源
と
し
て
、
さ
ら
に
内
水
面
漁

業
の
漁
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る

な
ど
、
地
元
佐
倉
市
を
は
じ
め

多
く
の
県
民
に
と
っ
て
、
か
け

が
え
の
な
い
財
産
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
印

旛
沼
は
都
市
化
や
経
済
活
動
の

影
響
で
、
水
質
汚
濁
が
進
行
し

て
い
る
。
印
旛
沼
は
我
々
の
生

活
を
映
し
出
す
鏡
。
そ
こ
で
う
か

が
う
が
、

印
旛
沼
の

水
質
浄
化

に
関
わ
る

計
画
に
つ

い
て
、
計

画
を
実
効

性
あ
る
も

の
と
す
る

た
め
、
今

後
、
ど
の

よ
う
に
取

り
組
ん
で

い
く
の
か
。

知
事　

か
つ
て
の

「
恵
み
の

沼
・
印
旛

沼
」
を
再

生
し
、
次

の
世
代
へ

継
承
す
る

こ
と
は
、

大
変
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の「
第
五
期
湖

沼
水
質
保
全
計
画
」
に
引
き
続

き
、
平
成
二
十
三
年
度
に
は
、

次
期
五
か
年
の
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
実
効
性
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
に
は
、
科
学
的

な
評
価
と
関
係
者
の
連
携
し
た

取
組
み
が
重
要
で
、
計
画
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
各
種
対
策
の

効
果
を
高
い
精
度
で
予
測
・
評

価
す
る
と
と
も
に
、
住
民
・
流

域
自
治
体
・
学
識
経
験
者
な
ど

の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
地
域

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
着

実
に
水
質
浄
化
が
図
れ
る
計
画

の
策
定
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
計
画
と
、
本

年
一
月
に
策
定
し
た
長
期
計
画

で
あ
る
「
印
旛
沼
流
域
水
循
環

健
全
化
計
画
」
を
両
輪
と
し
て
、

県
民
一
丸
と
な
っ
て
印
旛
沼
の

水
質
浄
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

伊
藤
議
員　

平
成
二

　

十
三
年
度
に
、
次
期
五

か
年
計
画
を
策
定
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
平
成
二
十
二
年
一

月
に
策
定
さ
れ
た
「
印
旛
沼
流

域
水
循
環
健
全
化
計
画
」
の
中

で
は
、「
恵
み
の
沼
を
再
び
」
が

基
本
理
念
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
理
念
の
下
、
知
事
の
答
弁
に

あ
っ
た
、
行
政
を
含
め
た
関
係

者
が
連
携
し
て
取
組
め
る
体
制

作
り
が
重
要
だ
と
私
も
考
え
て

い
る
。

　

是
非
そ
の
よ
う
な
取
組
み
を

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
要
望

す
る
。

　

伊
藤
議
員　

降
雨
時
の
初
期

に
、
道
路
な
ど
に
た
ま
っ
た
汚

れ
が
雨
水
と
と
も
に
流
れ
、
沼

の
水
を
汚
し
て
し
ま
う
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
汚
濁
対
策
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
の
か
。

県
土
整
備
部
長　

フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
対
策
と
し
て
、

雨
の
降
り
始
め
に
市
街
地
か
ら

流
出
す
る
ゴ
ミ
や
汚
れ
を
捕
捉

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
佐
倉

市
内
の
四
箇
所
で
試
験
的
に
既

設
調
整
池
の
改
良
を
行
い
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
改
良

し
た
調
整
池
に
お
い
て
、
流
入

水
と
流
出
水
の
水
質
の
違
い
や

汚
濁
物
質
の
堆
積
速
度
な
ど
に

係
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継

続
実
施
し
、
学
識
者
の
意
見
を

参
考
に
、
よ
り
効
果
的
な
改
良

工
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
に
お
け
る
路

面
、
側
溝
な
ど
の
清
掃
は
汚
濁

対
策
に
有
効
で
あ
り
、「
印
旛
沼

流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」
に

は
住
民
な
ど
に
よ
る
清
掃
活
動

は
重
点
対
策
の
一
つ
に
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

伊
藤
議
員　

調
整
池

の
改
良
が
有
効
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
今
後
の

普
及
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か
。

県
土
整
備
部
長　

調
整
池
は
、

市
、
町
、
企
業
な
ど
が
維
持
管

理
の
主
体
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
印

旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会

議
」
な
ど
の
場
を
利
用
い
た
し

ま
し
て
、
こ
れ
ら
維
持
管
理
の

主
体
に
そ
の
効
果
を
説
明
し
ま

し
て
、
理
解
を
得
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　歴史と自然、文化の街、佐倉市選出の
伊藤昌弘議員（１期）は12月県議会で登
壇し、一般質問を行ないました。特に佐
倉市民の心のふるさと印旛沼の再生問題
に時間を割き、水質浄化や外来動植物の
対策について知事らにただしました。さ
らに、千葉県の農業を守り育てるために、
新ブランド米育成などについて県当局に
質問、要望をしました。質疑の模様を１、
２面で特集します。
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要望

再質問

●まちづくりに関する悩みごと、気軽にご相談下さい!!

佐倉市特集  12月県議会一般質問

県
、引
き
続
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〝恵みの沼〟印旛沼再生へ
〝恵みの沼〟印旛沼再生へ〝恵みの沼〟印旛沼再生へ〝恵みの沼〟印旛沼再生へ
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伊
藤
議
員　

印
旛
沼
に
繁
茂

す
る
外
来
植
物
の
ナ
ガ
エ
ツ
ル

ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
ど
の
よ
う
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
県
の
対
応
は
ど
う
か
。

県
土
整
備
部
長　

ナ
ガ
エ
ツ

ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
繁
殖
力
が
旺

盛
な
水
生
植
物
で
あ
り
、
沼
や

流
入
河
川
に
繁
茂
す
る
こ
と
に

よ
り
、
河
積
阻
害
、
船
舶
航
行

の
妨
げ
や
水
辺
環
境
の
悪
化
な

ど
の
影
響
が
み
ら
れ
ま
す
。
特

に
、
排
水
機
場
で
は
、
取
水
口

周
辺
に
漂
着
す
る
こ
と
で
、
ポ

ン
プ
の
運
転
が
困
難
に
な
る
な

ど
、
河
川
管
理
上
、
支
障
を
来

た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
、
印
旛
沼

と
そ
の
流
域
に
お
き
ま
し
て
ナ

ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
駆
除
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
二

十
年
度
ま
で
に
沼
内
で
百
五
ト

ン
、
鹿
島
川
な
ど
の
流
入
河
川

で
九
十
七
ト
ン
を
駆
除
し
、
平

成
二
十
一
年
度
は
印
旛
放
水
路
、

桑
納
川
で
三
十
九
ト
ン
を
駆
除

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
度
も

引
き
続
き
実
施
す
る
予
定
で
お

り
ま
す
。
　

伊
藤
議
員　

大
変
な

量
の
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ

イ
ト
ウ
が
印
旛
沼
で
繁
殖
し
て

い
る
。
移
動
す
る
船
に
も
大
変

な
影
響
が
あ
る
と
と
も
に
、
機

場
に
何
か
が
あ
っ
た
ら
大
変
で

あ
る
。
本
当
に
生
命
・
財
産
に

か
か
わ
る
話
で
あ
る
し
、
ぜ
ひ

こ
れ
か
ら
も
、
駆
除
と
い
う
の

は
大
変
だ
と
思
う
が
取
り
組
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

伊
藤
議
員　

印
旛
沼
周
辺
の

治
水
対
策
だ
が
、
高
崎
川
の
河

川
改
修
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

県
土
整
備
部
長　

高
崎
川
に

つ
い
て
は
、
鹿
島
川
合
流
地
点

よ
り
Ｊ
Ｒ
総
武
本
線
ま
で
の
約

二
・
七
㌔
㍍
区
間
に
つ
い
て
改

修
に
着
手
し
、
そ
の
う
ち
、
城

南
橋
上
流
側
ま
で
の
約
一
・
八

㌔
㍍
区
間
が
概
ね
十
年
に
一
度

発
生
す
る
洪
水
が
安
全
に
流
下

で
き
る
改
修
が
完
了
し
て
い
ま

す
。残

る
上
流
側
約
〇
・
九
㌔
㍍

区
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
樋

之
口
橋
の
改
築
に
向
け
た
用
地

買
収
を
進
め
て
お
り
、
引
き
続

き
、
地
元
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
樋
之
口
橋
の
改

築
工
事
を
行
な
う
と
と
も
に
、

上
流
区
間
の
早
期
完
成
を
目
指

し
て
、
順
次
、
護
岸
整
備
も
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
藤
議
員　

高
崎
川

　

の
河
川
改
修
に
つ
い
て
、

一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
て

更
な
る
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

　

伊
藤
議
員　

県
道
佐
倉
印
西

線
田
町
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　

県
土
整
備
部
長　

県
道
佐
倉

印
西
線
田
町
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

は
、
佐
倉
市
街
の
慢
性
的
な
交

通
混
雑
の
緩
和
を
図
る
た
め
、

国
道
２
９
６
号
か
ら
佐
倉
市
の

岩
名
運
動
公
園
ま
で
の
約
一
・

五
㌔
㍍
の
区
間
に
お
い
て
整
備

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
整
備
効
果
を
早
期
に

発
現
す
る
た
め
、
現
道
拡
幅
部

分
の
約
〇
・
五
㌔
㍍
を
優
先
的

に
進
め
て
お

り
、
平
成
二

十
一
年
度
末

の
進
捗
率
は
、
事
業
費
ベ
ー
ス

で
約
23
％
、
用
地
に
つ
い
て
は
、

面
積
ベ
ー
ス
で
約
55
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
元
関
係
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
事
業
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

伊
藤
議
員　

現
在
計

　

画
中
の
佐
倉
市
の
事
業

に
合
わ
せ
、
佐
倉
市
大
篠
塚
地

先
か
ら
国
道
51
号
ま
で
の
延

長
約
千
百
㍍
の
区
間
に
つ
い
て
、

県
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
し
ま
す
。

要望

再質問

再質問

要望

要望

要望

要望

要望

　

伊
藤
議
員　

コ
メ
の
新
品
種

の
開
発
に
つ
い
て
、
県
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

農
林
水
産
部
長　

県
で
は
、

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
早
場
米
産
地
に
適
し
た
、

本
県
独
自
の
水
稲
新
品
種
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

こ
れ
ま
で
に
、
食
味
が
良
く
、

冷
害
に
強
い
早
生
品
種
「
ふ
さ

お
と
め
」、
高
温
や
病
気
に
強

く
、
大
粒
で
食
味
が
良
い
中
生

品
種
「
ふ
さ
こ
が
ね
」
を
開
発
し
、

県
下
の
水
田
の
約
四
分
の
一
の

面
積
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
収
穫
時
期
が
「
ふ

さ
お
と
め
」
よ
り
一
週
間
早
い
極

早
生
品
種
や
、
全
国
的
に
最
も

食
味
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
「
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
も
、
さ
ら
に
、

食
味
が
良
い
品
種
な
ど
の
開
発

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

伊
藤
議
員　

コ
シ
ヒ

カ
リ
に
代
わ
る
、
県
独

自
の
美
味
し
い
ブ
ラ
ン

ド
米
の
開
発
の
目
途
は

立
っ
て
い
る
の
か
。

　

農
林
水
産
部
長　

平
成
十
四

年
か
ら
育
成
し
て
お
り
、
現
在
、

有
望
な
品
種
候
補
の
絞
り
込
み

が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
四
年
後
の
平
成
二
十
六
年

頃
を
目
途
に
、
育
成
し
て
ま
い

り
ま
す
。
　

伊
藤
議
員　

千
葉
の

ブ
ラ
ン
ド
米
の
育
成
に

つ
い
て
は
平
成
二
十
六
年
で
は

ち
ょ
っ
と
遅
い
気
が
す
る
が
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
も
美
味
し
い

米
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
一
つ
と
、

Ｐ
Ｒ
で
き
売
れ
る
お
米
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

伊
藤
議
員　

新
ブ
ラ

ン
ド
米
を
開
発
し
た
場

合
の
Ｐ
Ｒ
の
手
順
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

農
林
水
産
部
長　

新
品
種
の

育
成
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
関
係

団
体
と
一
体
と
な
っ
て
、
ブ
ラ
ン

ド
化
の
戦
略
な
ど
を
策
定
し
、

生
産
拡
大
ま
た
販
路
の
開
拓
、

効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
取
り
組

み
、
全
国
に
向
け
「
日
本
一
お
い

し
い
千
葉
の
お
米
」
と
い
う
こ
と

で
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

伊
藤
議
員　
「
ち
ば
エ
コ
農

業
」
は
、
河
川
・
湖
沼
の
水
質

浄
化
に
も
大
変
有
効
と
考
え
る

が
、
県
は
今
後
ど
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　
「
ち
ば
エ

コ
農
業
」
は
、
環
境
へ
の
負
荷

を
軽
減
す
る
農
法
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
河
川
・
湖
沼
の
水
質
浄

化
に
も
有
効
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、「
ち
ば
エ
コ
農
業
」

の
取
組
面
積
の
一
層
の
拡
大
を

目
指
し
、
新
た
な
栽
培
技
術
の

開
発
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
取
組

み
に
加
え
、
病
害
虫
を
防
ぐ
資

材
や
、
た
い
肥
を
作
る
た
め
の

設
備
な
ど
の
導

入
支
援
、
環
境

保
全
型
の
営
農

活
動
に
係
る
経

費
を
助
成
す
る

国
の
交
付
金
制

度
の
活
用
に
向

け
た
支
援
な
ど

を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

伊
藤

　
　
議
員　
「
ち

ば
エ
コ
農
業
」

に
つ
い
て
、「
千

葉
の
農
産
物
は

安
全
・
安
心
で

お
い
し
い
。」
と

県
民
に
知
ら
し
め
る
と
と
も

に
、
日
本
全
国
に
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
販
路
も
広
が
り
作

り
手
の
や
り
が
い
も
生
ま
れ
る

と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
、
森
田
知

事
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
の
よ
う

な
取
組
み
を
今
後
も
続
け
て
ほ

し
い
。
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の
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ら
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